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つ
い
先
日
ま
で
、
「
も
う
、
手
袋
を
し
て
い
る
の
か
。
」
と
登
校
中
の
子
ど
も

た
ち
を
見
て
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
手
袋
だ
け
で
は
す
ま
な
い
感
じ
の
こ
の

頃
で
す
。
鳥
取
大
山
は
冠
雪
。
三
刀
屋
も
ま
も
な
く
初
雪
で
し
ょ
う
か
。 

六
年
生
と
長
崎
へ
修
学
旅
行
に
初
め
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
全
校
児
童
が
折

っ
た
平
和
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
千
羽
鶴
を
持
っ
て
。
姉
妹
校
の
山
里
小
学

校
に
は
大
変
親
切
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
班
に
分
か
れ
て
一
緒
に
平
和
ウ
ォ

ー
ク
を
し
ま
し
た
が
、
六
年
生
の
説
明
や
下
学
年
の
リ
ー
ド
は
大
変
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。
平
和
へ
の
思
い
が
、
三
刀
屋
小
と
山
里
小
で
つ
な
が
っ
て
い
る

実
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の
交
流
の
時
間
を
多
く

し
た
こ
と
で
、
「
友
達
が
で
き
た
。
」
「
た
く
さ
ん
笑
っ
て
仲
良
く
な
れ
た
。
」
の

声
が
聞
か
れ
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
長
崎
へ
の
修
学
旅
行
は
、
教
育
後
援
会
に

援
助
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
ど
こ
ま
で
真
実
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
ニ
ュ
ー

ス
が
毎
日
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
学
校
現
場
か
ら
も
。
あ
ら
た
め
て
「
人
権
感

覚
」
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
大
人
た
ち
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
地
域
の
お
か
げ
で
、
三
刀
屋
小
の
子
ど
も
た
ち
は
本
物
の
体
験
を
た
く

さ
ん
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
優
し
い
気
持
ち
に
接
し

な
が
ら
、
優
し
い
子
ど
も
に
育
っ
て
い
ま
す
。
先
日
全
校
朝
礼
で
、「
カ
ラ
フ
ル
」

を
テ
ー
マ
に
、「
世
界
の
中
の
主
人
公
と
し
て
自
分
の
カ
ラ
フ
ル
を
大
切
に
、
そ

し
て
友
だ
ち
の
カ
ラ
フ
ル
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
。」
と
話
を
し
ま
し
た
。 

◎
十
一
月
三
十
日
（
土
）
は
、「
か
が
や
き
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
地
域

の
み
な
さ
ん
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
三
刀
屋
小
の
「
か
が
や
き
」
を
久

し
く
見
て
お
ら
れ
な
い
方
々
も
、
た
く
さ
ん
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

    

 

        修学旅行アラカルト 10月 27日（日）～29日（火） 

下関海響館         永井博士墓参り        平和ウォーク  

    

 

交流会             ホテルの食事             ハウステンボス 

    

三
刀
屋
小
学
校
は
、
人
を
大
切
に
し
ま
す 

井手上漠さん（海士町）をご存知でしょうか。今年、島根県の親善大使「遣島使」に就任し、テレビでも見かける高校生で

す。私は、彼が中学生の時「少年の主張島根県大会」で出会いました。彼は弁論の最後にこう述べています。 

「世の中にはいろいろな人がいます。自分と同じ人間は世界中どこを探してもいません。考えることも好きなことも大切なこと

も一人ひとりが違うからこそ、相手に興味がわき、もっと知りたいと思ったり、愛しく思えたりするのではないでしょうか。

雨上がりの空にかかる虹が美しいようにさまざまな色が輝き、調和すればこの世界はもっと美しくなると思うのです。一人ひ

とりが自分を自由に表現できる世界。そんなカラフルな世界を一緒につくっていきましょう。」 

（Ｈ２９全国大会において文部科学大臣賞を受賞 タイトル「カラフル」） 

 



  

１年生は三瓶で秋見つけ 10/21 

 

２年生は一畑電車初乗り！10/30 

 

３年生はネギ見学 11/7 

 

○雲南市社社会福祉協議会の福留さんよりお便りが届きました。○ 

赤い羽根共同募金について、本日感動する出来事がありましたので共有させていただきます。 

事業の準備で、本日アスパルに行きましたら、添付の紙が目に入り、事務所の職員さんに聞いたところ、「名前はわからないが、

三刀屋小の生徒さんが来られて、紙をくださいと言われました。広告の紙ですが渡したら、これを書かれ、募金箱の近くに置い

てください。と頼まれました。」とのことでした。見ると１０枚はありましたでしょうか。非常に感動いたしました。 

（略）共に支え合うことのできる地域を創っていくことを目的に取り組みを進めています。これを書いてくれたのは何年生の子

どもさんかわかりませんが、少しずつでも伝わっているのかな？今後もご協力をいただきながら、地道に進めていこうと、勇気

をいただけるできごとでした。 

   

こんな朝食がいい！ 

しっかり朝ご飯を食べる子どもに育てていますか。 

６年生 家庭科の学習より（11/5のメニュー）  

毎日朝食を食べています    ４２人   

どちらかと言えば食べています  ２人   

あまり食べていません      ３人 

○ごはん、シジミ味噌汁、サラダ、卵焼き、バナナ、ヨーグルト 

○ごはん、野菜、味噌汁、梅干し、ヨーグルト 

○パン、味噌汁、レタス、卵焼き、柿、キウイ 

○カレー、味噌汁、卵焼き、野菜炒め 

≪書いたのは４年生。そのメッセージです。≫ 

赤い羽根きょうどうぼ金を集めています。場所はアスパル事務所

の前です。１円でもとても助かります！ご協力お願いします。 

４年生はﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰへ 10/1 

 

５年生は富士通見学 11/8 

 

６年生は英語の授業 10/31 

 

 

すみれ・たんぽぽ・わかば     10/25 

西 部 地 区 交 流 学 習 会 ／ 波 多 交 流 セ ン タ ー

 

 

吉田・掛合・三刀

屋の小中学校の児童

生徒が集い交流を深

めました。 

鮎のつかみ取り、

パン作り、しおり作

りに挑戦しました。 

賑やかで楽しい一

日となりました。 

 


